
【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】
事業番号 D-20-2
事業名 波崎地区防災拠点施設整備事業
事業費 335,571 千円(国費：251,678 千円)
事業期間 平成 24年～平成 27年
事業目的・事業地区
利根川河口部にあたる波崎地区は，ほとんど海抜３m未満の地域であり，3階以上の堅

牢な建物がほとんど無いため，地域住民の避難先が不足している。
「神栖市震災復興計画」に基づき，既存の避難所では収容困難な約３００名の住民を

収容できる防災拠点施設を整備し，災害物資の備蓄を行い，平常時には住民が防災につ
いて学ぶ場所，災害時には避難所と地域の防災拠点として活用する
。

事業結果
【事業経過】
H24 基本設計 22,050 千円うち復興交付金 8,087 千円
H25 実施設計 38,880 千円うち復興交付金 23,765 千円
H26 建設工事 1,120,014 千円うち復興交付金 219,826 千円
H27 完成（H28.５月 供用開始）

【建物概要】
名 称：波崎総合支所・防災センター
所 在 地：神栖市波崎６５３０番地
敷地面積：5,613 ㎡
建物面積：1,153 ㎡
延べ面積：1,845 ㎡
１階面積：660 ㎡
２階面積：600 ㎡
３階面積：559 ㎡
PH床面積：26 ㎡

【建物特色】
建物 1階が総合支所，建物２階・３階が防災センターの複合施設であり，平時には

支所業務や市民の防災研修として利用し，災害時には一時避難者約２，０００名，中
長期避難者約３００名が収容できる避難所である。
屋外には非常食や防災資機材を保管する備蓄倉庫，断水時に生活水として利用でき

る非常用井戸設備やマンホールトイレ，かまどベンチ，自家用発電機を整備し，地域
の防災拠点としての機能を有する。







※なお，総合支所部分については復興交付金対象外である。
事業の実績に関する評価
①事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価

当該防災拠点施設を避難所に指定したことで，台風の際は住民が避難するなど，
市民の安全確保に活用されている。また，水害の恐れがある際は，水中ポンプなど
の資機材を防災センターから搬出することができ，迅速な災害対応がとれるように
なった。平時には消防団などの会議にも利用され，防災拠点施設として活用されて
いる。

②コストに関する調査・分析・評価
市の類似施設と比較すると，津波の浸水想定を考慮した建物の嵩上げや停電時に

は８４時間稼働可能な自家用発電機などを整備しており，防災拠点施設として適正
な資機材である。

③事業手法に関する調査・分析・評価
波崎地区に必要な施設規模を整理し，防災拠点施設を建設することができた。

事業担当部局
生活環境部 防災安全課 電話番号：0299-90-1126


